
新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
７

８
１

回
 

持
経

宿
・
平

治
宿

の
巡

回
整

備
作

業
 

◇
実

施
日

 
平

成
２

６
年

１
０

月
０

４
日

(土
) 

晴
時

々
曇

り
 

◇
参

加
者

 
玉

岡
憲

明
、

東
 

真
澄

、
玉

岡
 

明
、

川
島

川
島

川
島

川
島
 

功
 

沖
﨑

沖
﨑

沖
﨑

沖
﨑
吉

信
、

生
熊

敏
男

、
生

熊
千

満
子

、
根

木
俊

明
 

畑
林

秀
味

、
畑

林
清

子
、

大
江

加
予

子
、

大
江

大
江

大
江

大
江
徳

子
、

 
児

嶋
道

夫
、

濱
野

兼
吉

、
青
木

青
木

青
木

青
木
宏

充
(前

泊
) 

計計 計計
１
５

１
５

１
５

１
５
名名 名名

 
 

 
 

 
 
 

 
玉

岡
・

東
の

御
大

を
迎

え
て

の
作

業
な

の
で

、
私

は
非

常
に

緊
張

を
し

て
の

参
加

で
あ

っ
た

。
今

回
は

集
合

場
所

・
山

地
の

コ
ン

ビ
ニ

で
、

生
熊

さ
ん

か
ら

頂
い

た
薪

か
ら

ム
カ

デ
が

車
内

に
出

る
と

い
う

珍
事

や
ら

、
池

鄕
林

道
ゲ

ー
ト

直
前

で
大

江
徳

子
さ

ん
の

車
が

パ
ン

ク
す

る
と

い
う

ア
ク

シ
デ

ン
ト

が
あ

り
、

持
経

宿
到

着
が

少
し

お
く

れ
た

。
 

持
経

宿
で

は
毎

週
の

如
く

大
峰

に
入

っ
て

い
る

と
い

う
前

泊
の

青
木

さ

ん
と

合
流

。
川

島
代

表
の

挨
拶

、
沖

﨑
さ

ん
の

報
告

を
受

け
、

行
者

堂
の

お
供

え
替

え
を

し
て

、
以

前
と

変
わ

ら
ぬ

玉
岡

憲
明

さ
ん

導
師

で
勤

行
し

、

本
日

の
作

業
の

安
全

と
峰

中
無

事
を

祈
願

す
る

。
 

 
 

 
 

持
経

宿
に

到
着

！
 

 
 

行
者

堂
前

に
集

合
！

 
以

前
と

変
わ

ら
ぬ

玉
岡

導
師

 

平
治

宿
班

(沖
﨑
・
川

島
・
濱

野
、
児

嶋
、
畑

林
清
、
生

熊
千

)と
千

年
檜

周
辺

の
奧

駈
道

の
整

備
班

に
分

か
れ

る
。

 

平
治

宿
班

は
、

寄
付

し
て

頂
い

た
毛

布
１

３
枚

を
そ

れ
ぞ

れ
背

負
子

に

担
ぎ

、
千

年
檜

周
辺

整
備

に
使

う
道

具
等

を
持

ち
、

平
治

宿
に

向
け

出
発

す
る

。
と

こ
ろ

が
平

治
宿

の
排

煙
煙

突
の

外
壁

板
ト

タ
ン

と
雨

水
貯

槽
の

蓋
取

替
の

風
呂

蓋
の

忘
れ

に
気

付
く

。
 

奧
駈

道
周

辺
の

ブ
ナ

、
ミ

ズ
ナ

ラ
等

の
樹

々
は

少
し

紅
葉

を
は

じ
め

、

秋
の

深
ま

り
を

感
じ

さ
せ

る
。

持
経

宿
で

は
少

し
寒

い
な

あ
ー

と
感

じ
た

が
、

進
む

に
し

た
が

っ
て

体
が

汗
ば

ん
で

く
る

。
見

れ
ば

前
を

行
く

川
島

さ
ん

は
半
袖
Ｔ

シ
ャ
ツ
姿

で
歩

い
て

い
る

。
順
調
良

く
進
み

１
１

時
に

は

平
治

宿
に

到
着

。
 

沖
﨑

・
濱

野
は

水
場

の
整

備
に
下

る
。

貯
水

槽
に

は
水

は
貯

ま
っ

て
い

る
が
沢

か
ら

の
水

は
殆

ん
ど

流
れ

て
い

な
く

、
こ

の
ま

ま
雨

が
な

け
れ

ば

水
涸

れ
す

る
。

 
沖

﨑
さ

ん
は

持
参

し
た

行
平
鍋

と
漏
斗

を
紐

で
結

わ
え

、
水
汲

が
出
来

る
よ

う
に

取
付

け
る

。
私

は
貯

水
槽

に
溜

ま
っ

た
ゴ

ミ
を

取
り
除
き

、
底

に
嵌

り
込

ん
だ

シ
ー
ボ
ル

ト
ミ

ミ
ズ
も

す
く

い
取

る
。

 

貯
水

槽
は
泥
濁

り
に

な
っ

た
が

、
泥
も
沈
殿

し
て

や
が

て
水

は
澄
み

、

煮
沸

す
れ

ば
何

と
か
飲

む
事

は
で
き

る
だ

ろ
う

。
 

水
場
へ

の
小
径

は
思

っ
て

い
た
よ

り
急
峻

で
体

が
強

ば
り

、
柔
軟
性

が

な
く

な
っ

て
い

く
自

分
の

体
の
老
化

に
不

安
を

感
じ

、
皆

さ
ん

に
迷
惑

を

か
け

な
い
よ

う
慎
重

に
、
ゆ

っ
く

り
行
動

し
な

け
れ

ば
と
肝

に
銘

じ
る

。
 

川
島

・
児

嶋
さ

ん
は

、
屋

外
排

出
煙

突
の
調

整
と
屋

根
の
ペ

ン
キ
塗

替

え
に

向
け
メ
ジ
ャ

ー
で
塗

布
面
積

を
測

り
、
雨

水
水

槽
と

雨
ト
ユ

の
清
掃

。 

生
熊

千
・

畑
林

清
さ

ん
は

、
小
屋

の
床

を
拭
き

、
棚

の
整
理

を
し

て
運

ん
だ

毛
布

を
備

え
置

く
。
床

に
カ

ー
ペ
ッ

ト
を
敷
き

、
粘

着
テ

ー
プ

で
付

い
て

い
る
ゴ

ミ
を

取
り
除

く
。

児
嶋

さ
ん

が
ロ
ケ
ッ

ト
・
ス

ト
ー

ブ
に
火

を
入

れ
お
湯

を
沸

か
す

。
作

業
は
順
調
良

く
進
み

、
昼

前
に

は
終
了

す
る

。 



昼
近

く
に

前
鬼

か
ら

半
パ

ン
姿

の
若

者
が
顔

を
見

せ
、
台

風
が
接
近

し

て
来

て
い

る
の

で
と
先

を
急

ぐ
。
若

い
人

は
足

が
速

い
、
凄

い
な

と
思

う

反
面

、
ま
だ
ダ

ニ
や
蛭

が
い

る
か

ら
足

を
露

出
し

て
の
縦
走

は
ど

う
な

の

か
な

と
危

う
さ
も
心
配
も

す
る

。
 

沸
い

た
お
湯

で
、

川
島

さ
ん
提

供
の

味
噌
汁

を
い

た
だ

く
。

寒
が

り
の

私
に

は
ス

ト
ー

ブ
も
心

地
よ

い
し

、
温

か
い

味
噌
汁
も
有
難

い
、
食
後

の

コ
ー
ヒ

ー
も

、
生

熊
千

満
子

さ
ん
差

し
入

れ
の
塩
花

林
糖
も

お
い

し
い

。
 

沖
﨑

さ
ん

か
ら
先

日
倒

木
処
理

に
行
き

、
楊

子
ノ

宿
避
難
小
屋

に
泊

ま

っ
た

時
、
避
難
小
屋

に
は

ト
イ
レ

が
な

く
、

雨
の

時
は
庇

の
下

で
大
便

を

す
る
不
埒

な
者

が
い

る
と

い
う

報
告

を
受

け
た

。
そ

う
い

え
ば
先

週
、

深

仙
宿
避
難
小
屋

で
も

、
小
屋

の
中

に
テ

ン
ト

を
張

っ
た

ま
ま

の
状
態

で
放

置
さ

れ
て

い
た

し
、
沢

山
の
ゴ

ミ
が
散
乱

し
て

い
て

回
収

し
て
来

た
。

 
最
後

に
小
屋
利
用

の
心
得

や
協
力

・
志
納
金

の
要
請

を
パ
ソ

コ
ン

で
打

ち
直

し
、
目

に
付

く
と

こ
ろ

に
貼

る
た

め
に
書
き
写

す
。

 
小
屋

内
外

を
整
頓

し
、
ゴ

ミ
を

回
収

し
て
帰
路

に
つ

く
。

 

 
 

 

作
業

終
了

の
平

治
宿

班
 

倒
木

処
理

後
の

迂
回

路
 

 
千

年
檜

前
の

木
製

階
段

 

持
経

宿
か

ら
千

年
檜

を
通

り
過

ぎ
た
鞍
部
手

前
の

奧
駈

道
は

、
倒

木
を

切
断

し
て

そ
の
間

に
迂

回
路

を
通

し
、
坂

道
に

は
桟

木
の
階
段

が
出
来

、

土
を

入
れ

見
違

え
る
よ

う
に

整
備

さ
れ

た
。

こ
れ

で
林

道
へ

の
転
落

事
故

の
心
配
も

な
く

、
安
心

し
て
通

る
事

が
で
き

る
。

 
持

経
宿

に
帰

る
と

作
業

を
終

え
た

千
年

檜
周

辺
整

備
班

が
、

コ
ー
ヒ

ー

を
淹

れ
、
横
浜

の
小

林
和

子
さ

ん
、

東
さ

ん
か

ら
の

カ
ス
テ

ラ
、

デ
ザ

ー

ト
に

川
島

か
ら
富

山
産

の
梨

、
柿

が
出

て
豪
華

な
お

や
つ

と
な

る
。

 
児

嶋
さ

ん
は

、
川

島
氏

の
「
烏
帽

子
名

の
山

々
２

０
０

山
」

に
刺
激

さ

れ
「

日
本
百
高

山
」

に
挑
戦

さ
れ

、
職

業
上

の
小
型

ト
ラ
ッ

ク
に
単

車
を

積
載

し
、

ア
プ
ロ

ー
チ

か
ら
下

山
帰
宅

ま
で

、
全

て
単
独

行
で
登

頂
・
踏

破
さ

れ
た
快
挙

の
御
祝

に
、

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

か
ら
「

シ
チ

ズ
ン

の
掛

時
計
」

を
川

島
代

表
よ

り
贈
呈

さ
れ

た
。

 
富

山
県

の
薬

師
岳

を
手
始

め
に

、
最
後

に
鳳
凰
三

山
の
薬

師
岳

で
締

め

る
あ

た
り

、
玄
人
肌

の
粋

が
伝

わ
っ

て
く

る
。
達

成
し

た
百
高

山
に

は
、

一
つ
一
つ

の
思

い
出

が
あ

る
こ

と
だ

ろ
う

。
ま

た
機
会

を
つ

く
っ

て
聞

か

せ
い

た
だ

け
れ

ば
と
思

う
。

と
り

あ
え
ず

お
め

で
と

う
ご
ざ

い
ま

す
。

 

今
後
二
百
高

山
な
ど

を
目
指

し
て
頑

張
っ

て
下

さ
い

。
 

今
日

は
、
名
古
屋

で
仕

入
れ

た
と

い
う
モ

ト
ク
ロ
ス

を
颯
爽

と
乗

り
こ

な
す

児
嶋

さ
ん

の
バ
イ

ク
姿

は
、

ま
だ

ま
だ
若

く
て

格
好
良

い
。

 

 
 

 

児
嶋

さ
ん

に
御

祝
贈

呈
 

久
し

ぶ
り

の
玉

岡
・

東
の

両
御

大
 

行
者

堂
前

で
記

念
撮

影
 

 



玉
岡

・
東

さ
ん

を
迎

え
て

の
今

回
の

行
事

は
、

ム
カ

デ
騒
動

や
パ

ン
ク

と
い

う
ア

ク
シ

デ
ン

ト
も

あ
っ

た
が

、
以

前
と

変
わ

ら
ぬ

迄
に

な
ら

れ
た

玉
岡

さ
ん

が
山

行
に

復
帰

さ
れ

、
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
の

意
義

の
あ

る
例

会
に

な
っ

た
と
思

う
。

 
私

は
平

治
宿

か
ら

の
帰
路

、
倒

れ
た

ミ
ズ

ナ
ラ

の
木

に
椎

茸
が

３
個

生

え
て

い
て

、
山

の
恵
み

を
土
産

に
頂

い
て
帰

っ
た

。
 

 
 

(記
 

濱
野

) 
  
 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 
新

宮
7:00

→
8:10

池
原
ス

ポ
ー
ツ

公
園

8:30
→

9:30
持

経
宿

10:05
→

 
11:00

平
治

宿
12:50

→
13:35

持
経

宿
14:30

→
15:15

池
原
ス

ポ
ー
ツ

 

公
園

15:25
→

16:50
新

宮
 

  
寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

 
平

治
宿

の
毛

布
；

大
江

・
生

熊
・

川
島

各
３

枚
、

畑
林

２
枚

、
沖

﨑
・

古
物

商
（

ワ
ク

ワ
ク

ド
ッ

カ
ー

ン
）

各
１

枚
。
計

１
３

枚
。

 

平
治

宿
の

雑
巾

；
畑

林
清

子
。

 

持
経

宿
の

薪
；

生
熊

敏
男

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 


